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『
聆
涛
閣
集
古
帖
』瓦
帖
と
藤
貞
幹
の『
古
瓦
譜
』
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本
稿
で
は
、「『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
の
総
合
資
料
学
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、『
聆
涛
閣
集
古
帖
』

の
う
ち
瓦
帖
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
編
纂
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
研
究
を
お
こ
な
っ

た
。
結
果
と
し
て
、
本
帖
編
纂
の
最
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
瓦
拓
本
の
貼
り
込
み
方
に
異
同
が
あ
る

こ
と
、
そ
れ
が
拓
本
の
入
手
経
路
や
拓
本
制
作
者
の
違
い
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
藤
貞
幹
が

拓
本
制
作
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
藤
貞
幹
作
の
『
古
瓦
譜
』
と
類
似
性
を
持
ち
、
と
り
わ
け

［
論
文
要
旨
］

は
じ
め
に

❶
問
題
の
所
在

❷「
瓦
」の
帖
の
分
類

❸
藤
貞
幹『
古
瓦
譜
』諸
本
と
の
比
較

❹「
瓦
」の
帖
の
編
集

お
わ
り
に

最
初
期
の
『
古
瓦
譜
』
と
し
て
知
ら
れ
る
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
に
近
い
こ
と
等
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
本
帖
の
編
纂
作
業
を
検
討
す
る
価
値
は
、
前
近
代
に
お
い
て
古
瓦
と
い
う
モ
ノ
を
歴

史
資
料
化
す
る
過
程
の
解
明
、
ひ
い
て
は
考
古
学
の
営
み
の
発
生
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
点
に
あ

る
と
考
え
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
瓦
、拓
本
、藤
貞
幹
、古
瓦
譜
、モ
ノ
の
歴
史
資
料
化
、大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本

そ
の
編
集
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
研
究


